
よし子
大野

●日本共産党久万高原町支部が政策を発表しましたので紹介します。
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久万高原町支部　農業 ・暮らし相談室長

産業廃棄物の最終処分場建設計画の発覚と、大規模な住民の運動から

5 年後、環境保全条例策定委員会が発足しました。これまで 14 回開催

されています。

「知ること」、 「つながること」 が大切
第 12 回の会議では、「2012 年に産廃最終処分場の話が発覚したが、

実はその4年前から業者は県の指導を受けていた」ことが語られました。

「町民一人一人が、そういう情報を持って、つながって協力する」事の

大切さが述べられています。

「候補地から外れることはない」 危険
また、策定委員会の委員長は、「いつ、三坂に着手するかは分かりま

せんけれども、候補地から外れることは、絶対ありえんのですよ。その

ことだけは、町民の皆様にも、しっかりと認識をもっていただかないと

いけないと思います」と述べています。保全条例の策定に取り組んでき

た経過を町民に伝えようとの覚悟が伝わります。

油断できない＝愛媛県の公開文書は真っ黒
かつて、4 年間も住民に知らせなかった愛媛県の担当課の文書は、公

開請求で出て来たものの真っ黒でした。どんな議論がされていたのかは、

今もわからないままです。決して油断しないで、環境保全の仕組みと住

民が「つながって協力する」ことが求められています。

【プロフィール】 1946 年生まれ。奈良教育大学卒。1995

年まで大阪府内で小学校教諭を務めたのち、夫の実家（久万高原

町西明神）に移住し農業に従事。現在、トマトや稲作を営む。趣

味は絵画、伊予万歳。久万高原九条の会で活動。

族 業農家

国連「家族農業の 10 年」（2019 ～ 2028 年）の最中にあります。

世界の農業経営体のうち、大部分は家族農業です。

今の農政は、家族農業

を時代遅れのように扱っ

ています。しかし、家族

農業こそ支えるべきです。

「くらせる農業に」との声

をご一緒にあげていきま

しょう。

農業は、国民の安全な

食料を担う基幹産業です。

人間発達の観点からも優

れた仕事です。家族と安

心して暮らせるなら、若

者の移住・定住も伸びて

くるはず。議会にもこの

声をしっかり届けたい。

参議院で、碧水会という２人の少数会派で頑張る永江孝子さ

ん。激励をお寄せいただきました。野党共闘でも、共同を重ね

ています。野村ダムの放流問題では、現地に足を運び熱心に取

り組まれていました。憲法をはじ

め、環境問題にも深い関心をよせ

られています。
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環境保全の仕組みを

大野よし子のホームページ

ながえ孝子さんから激励

https://oonoyoshiko.net

「久万高原、 大野よし子ネット」 の２語検索で

携帯からは 
この QR

コードで→

コロナウィルス感染症が心

配ですが、これまでも、久万

高原町のために活動してこら

れた「大野よし子」さんが、

そばにいてくれるから、これ

からも安心です。

参議院議員

ながえ孝子

三坂の石切場跡と、 墨ぬりだらけの愛媛

県の公開文書によるコラージュ

左は、 久万高原町在住の写真家のご協

力も得て、 みんなで作成したプラスター
　　　　　　　　　　　　　　（プラカードとポスターからきた造語）




